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猿重点推進プランと政策の体系
猿障害者計画・障害福祉計画（案）
猿第４期介護保険事業計画（案）

保健福祉計画・介護保険
事業計画・障害者計画な
どの改定を進めています

計
画
改
定
ま
で
の 

取
り
組
み
は

　

区
で
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
す
べ
て
の
人
が
、
安
心

し
て
健
や
か
に
生
活
で
き
る
よ

う
に
、
各
分
野
ご
と
に
次
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
き

ま
し
た
。

◇
子
ど
も
家
庭
分
野

　

保
育
需
要
の
増
加
を
踏
ま
え

た
保
育
定
員
の
拡
充
を
図
る
と

と
も
に
、「
ひ
と
と
き
保
育
」
の

設
置
な
ど
多
様
な
保
育
需
要
に

柔
軟
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

　

年
度
に
「
子
ど
も
・
子
育
て

１７行
動
計
画
」
を
策
定
し
、「
子
育

て
応
援
券
事
業
」
や
「
子
育
て

メ
ッ
セ
」
な
ど
を
通
じ
て
子
育

て
の
し
や
す
い
環
境
整
備
に
努

め
て
き
ま
し
た
。

◇
健
康
分
野

　

健
康
づ
く
り
対
策
と
し
て
区

民
健
康
診
査
・
が
ん
検
診
な
ど

を
積
極
的
に
進
め
な
が
ら
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）の
予
防
・

改
善
を
目
的
に
「
杉
並
ウ
エ
ス

ト
サ
イ
ズ
物
語
」
事
業
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
杉
並

区
医
療
安
全
相
談
窓
口
」
の
開

設
や
自
殺
予
防
に
も
力
を
入
れ

て
取
り
組
む
な
ど
、
だ
れ
も
が

安
心
し
て
健
康
で
暮
ら
せ
る
施

策
の
拡
充
に
努
め
て
き
ま
し

た
。

◇
高
齢
者
福
祉
分
野

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
認

知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

と
い
っ
た
入
所
型
介
護
施
設
の

整
備
を
進
め
る
一
方
、
工
夫
を

凝
ら
し
た
認
知
症
予
防
事
業
や

介
護
予
防
事
業
を
展
開
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
敬
老
会
館
を

高
齢
者
の
地
域
の
活
動
拠
点
と

な
る
ゆ
う
ゆ
う
館
に
変
更
し
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
の
協
働
事
業
を

推
進
す
る
な
ど
、「
生
涯
現
役
」

社
会
の
実
現
に
努
め
て
き
ま
し

た
。

◇
障
害
者
福
祉
分
野

　

民
間
障
害
者
施
設
が
障
害
者

自
立
支
援
法
に
基
づ
く
新
事
業

体
系
に
円
滑
に
移
行
で
き
る
よ

う
支
援
策
を
講
じ
た
ほ
か
、
特

例
子
会
社
誘
致
事
業
に
よ
る
喫

茶
店
の
開
店
な
ど
、
障
害
者
の

就
労
支
援
策
の
充
実
に
努
め
て

き
ま
し
た
。

◇
地
域
福
祉
分
野

　

加
齢
や
障
害
に
よ
る
外
出
困

難
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

「
杉
並
区
移
動
サ
ー
ビ
ス
情
報

セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
た
ほ
か
、

災
害
時
要
援
護
者
支
援
に
お
け

る
制
度
の
刷
新
を
図
り
、
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
施
策
の

推
進
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

計
画
改
定
の
趣
旨
は

　

区
で
は
、　

年
３
月
に
、　

１８

１８

〜　

年
度
の
五
年
間
を
計
画
期

２２
間
と
す
る
「
杉
並
区
保
健
福
祉

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
本
格
的
な
人
口
減

少
社
会
の
到
来
や
所
得
格
差
の

問
題
、
少
子
高
齢
化
の
急
激
な

進
行
な
ど
の
社
会
環
境
の
変
化

に
よ
り
、
区
民
の
生
活
様
式
が

一
層
多
様
化
し
て
い
る
中
で
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
へ
の
区
民
の
願
い

は
一
層
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

保
健
福
祉
分
野
の
課
題
は
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

ら
れ
る
社
会
へ
の
対
策
、
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
の

み
で
暮
ら
す
世
帯
に
対
す
る
き

め
細
か
な
支
援
や
介
護
保
険
施

設
の
整
備
、
障
害
者
が
自
立
し

た
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
支
援
な
ど
多
様
化
し
て

き
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
保
健

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
あ
り

方
も
、
区
民
ニ
ー
ズ
の
動
向
に

応
じ
た
変
化
や
変
革
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
評
価
し

た
上
で
、
保
健
福
祉
を
取
り
巻

く
環
境
や
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
踏

ま
え
て
区
民
と
の
協
働
を
積
極

的
に
推
進
し
な
が
ら
、
よ
り
効

率
的
で
質
の
良
い
保
健
福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
的
確
に
提
供
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
杉
並

区
保
健
福
祉
計
画
」
の
改
定
を

行
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
計
画
は
、
区
の
行

政
計
画
（
基
本
計
画
・
実
施
計

画
）
改
定
の
際
の
保
健
福
祉
分

野
の
指
針
で
あ
り
、
現
在
の
行

政
計
画
で
は
実
施
規
模
な
ど
が

確
定
し
て
い
な
い
も
の
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
行
政

計
画
・
予
算
の
中
に
位
置
付
け

て
実
施
す
べ
き
施
策
・
事
業
の

方
向
性
と
優
先
性
を
提
示
す
る

も
の
で
す
。

基
本
理
念
は

　

こ
の
計
画
は
、
杉
並
区　

世
２１

紀
ビ
ジ
ョ
ン
（
杉
並
区
基
本
構

想
）
に
基
づ
き
、
次
に
掲
げ
る

基
本
理
念
の
も
と
に
策
定
し
ま

す
。

⑴
人
間
性
の
尊
重

　

介
護
や
援
護
を
含
む
日
常
生

活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
け

る
、
個
人
の
尊
厳
と
人
間
性
の

尊
重
を
何
よ
り
も
優
先
し
ま

す
。

⑵
自
立
の
促
進

　

す
べ
て
の
区
民
に
対
し
て
、

自
己
実
現
へ
の
支
援
を
行
い
、

一
人
ひ
と
り
の
自
立
し
た
生
活

を
大
切
に
し
ま
す
。

⑶
予
防
の
重
視

　

す
べ
て
の
区
民
が
、
安
心
し

て
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、

「
予
防
」
の
取
り
組
み
を
重
視

し
、
生
活
の
質
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

子どもから高齢者まですべての人が安心して健やかに生活できる
「健康都市杉並」の実現のために

保健福祉計画・介護保険事業計画・障害者計画などの改定案の主な内容をお知らせし、「杉並区自治基本条例」に基づ
く区民等の意見提出手続により、皆さんのご意見を伺います。　　　　　　害害問い合わせは、各記事の問い合わせ先へ。

保健福祉計画・介護保険事業計画保健福祉計画・介護保険事業計画・・
障害者計画などの改定を進めていま障害者計画などの改定を進めていますす

単位＝人　　　　　〈これまでの主な取り組み成果〉
１９年度１２年度項　目
５４６１４８２９保育施設受入可能数
２９６８２０２２学童クラブ登録者数

９万７４８０７万３９４８区民健康診査受診者数
１万１９７８７３９２休日等夜間急病診療事業受診者数
１１７７８３０特別養護老人ホーム定員数
１５１０認知症高齢者グループホーム定員数
１３８３５障害者グループホーム定員数

２
・
３
面
に
重
点
推
進
プ
ラ
ン
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▲未来ある子どもたちが安心して健やかに生活できるように
（区立保育園の園児たち）

（２１～２５年度）

杉
並
区
保
健
福
祉
計
画（
案
）

保
健
福
祉
計
画
は
、
区
の
保
健
福
祉
分
野
の
指
針
で
あ
り
、
総
合
計
画
と

し
て
策
定
す
る
も
の
で
す
。
今
後
、計
画
に
掲
げ
た
目
標
達
成
に
向
け
て
、

施
策
や
事
業
に
お
い
て
具
体
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

計
画
期
間
は
、　

〜　

年
度
の
五
年
間
で
す
。

２１

２５
們
們
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
福
祉
部
管
理
課
へ
。



杉並区役所緯３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１【記号】死＝Ｅメールアドレス　 ＝ホームページアドレスHP〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日 【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

3 NO.1868平成20（2008）年11月1日（土曜日） 2NO.1868 平成20（2008）年11月1日（土曜日）

保 健 福 祉 計 画 の 「 重 点 推 進 プ ラ ン 」 と 政 策 の 体 系

高齢になっても、区民がその持てる力を発揮し、いきいきと元気に活躍できる「生涯現
役」の地域社会づくりを目指します。そのためには、仕事に意欲をもつ方の就業を応援
するとともに、地域の中で気軽に参加できる社会貢献活動やいきがい活動の場と機会の
充実に努めます。

⑶地域医療体制の一層の充実を図ります

⑵高齢者の在宅生活支援を一層強化するとともに
　介護保険施設の整備を進めます
高齢化の一層の進行、ひとり暮らしや高齢者のみで暮らす世帯の増加を踏まえ、高齢者
の在宅生活支援の充実・強化に努めます。また、在宅生活が困難になった方たちのため、
特別養護老人ホームなどの入所介護施設の整備にも、引き続き計画的に取り組みます。

保健福祉計画・介護保険事業計画・障害者計画などに、ご意見をお寄せください
③区ホームページの電子掲示板に、ご意見を書き込むこともできます。
　開設期間＝１１月１日㈯～１１月３０日㈰
【閲覧場所】保健福祉部管理課（区役所東棟３階）、高齢者施策課（西棟２
階）、介護保険課（東棟３階）、区政資料室（西棟２階）、区政相談課（東棟
１階。区民意見提出期間中の土・日曜日のみ）、保健センター、杉並福祉事
務所（荻窪・高円寺・高井戸）、区民事務所・分室、駅前事務所、図書館

①ハガキ、封書または閲覧場所にある意見用紙に書いて、
郵送またはファクスで、１１月３０日（必着）までに保健福
祉部管理課または高齢者施策課　胃３３１２崖２１９７へ。
②ご意見には、住所・氏名（在勤の方は勤務先の名称と所
在地、在学の方は学校名と所在地）、事業者の方は事業所
の名称と所在地、代表者の氏名も書いてください。

保健福祉計画において、優先性・緊急性の高い課題について、「重点推進プラン」として、
重点的・戦略的に取り組みを進めます。

最
重
点
プ
ラ
ン

重

点

プ

ラ

ン

区区区区区区区区区区はははははははははは、、、、、、、、、、基基基基基基基基基基本本本本本本本本本本理理理理理理理理理理念念念念念念念念念念とととととととととと以以以以以以以以以以下下下下下下下下下下のののののののののの体体体体体体体体体体系系系系系系系系系系にににににににににに基基基基基基基基基基づづづづづづづづづづきききききききききき区は、基本理念と以下の体系に基づき、、、、、、、、、、、
主主主主主主主主主主要要要要要要要要要要課課課課課課課課課課題題題題題題題題題題のののののののののの解解解解解解解解解解決決決決決決決決決決にににににににににに向向向向向向向向向向けけけけけけけけけけてててててててててて政政政政政政政政政政策策策策策策策策策策をををををををををを推推推推推推推推推推進進進進進進進進進進ししししししししししてててててててててていいいいいいいいいいききききききききききまままままままままま主要課題の解決に向けて政策を推進していきますすすすすすすすすすす

⑴すべての家庭が安心して子育てができるために
　①親子の健康を守る支援の充実
　②子育てを支える地域サービスの充実
　③保育サービスの充実
　④ひとり親家庭の自立支援の推進
　⑤子育てセーフティネットの堅固な構築
⑵子どもの健やかな成長を育み自立を促すために
　①健やかな心身の発達の支援
　②障害のある子どもへの発達支援の充実
　③子どもの居場所づくりの推進
　④青少年が健全に育つ社会づくり
⑶安心して子どもを生み育てられる地域をつくるために
　①支えあう地域の仕組みづくりの推進　
　②地域の子育て応援者の育成と親育ちの支援

Ⅰ．未来を 拓 く子どもたちが育つまちをつくる
ひら

⑴高齢者がいきがいを持って活躍するために
　①高齢者の社会参加と交流の拡大②介護予防の推進
⑵地域の中で共に支えあい、自立した生活を送るために
　①総合相談・支援体制の充実②日常生活支援サービスの充実③ひとり暮らし高齢者等の支援
　④高齢者の認知症対策の推進⑤高齢者虐待対策の推進⑥高齢者の多様な住まいの確保
⑶医療や介護が必要になっても安心して暮らしていけるために
　①介護保険サービスの基盤整備②介護保険サービスの質の向上
　③高齢者在宅医療支援体制の整備④介護者・家族への支援

Ⅲ．高齢者が元気で安心して暮らすことのできるまちをつくる

障
害
者
基
礎
調
査
の
調
査
結
果
に
よ
る
生
活
実
態
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
実
態
と

今
後
の
利
用
意
向
、
ま
た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
実
績
な
ど
を
も
と
に
し
て
、
障
害

者
計
画
・
第
２
期
障
害
福
祉
計
画（
案
）を
策
定
し
ま
し
た
。

們
們
問
い
合
わ
せ
は
、
障
害
者
施
策
課
へ
。
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福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福
祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計

障
害
者
計
画
・
障
害
福
祉
計
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（
案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案
）））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））
案
）

ががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが
ででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで
ききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききき
ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし

が
で
き
ま
し
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

だ
れ
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
を
め
ざ
し
て

　

障
害
者
計
画
と
障
害
福
祉
計
画

は
、
障
害
者
基
本
法
と
障
害
者
自

立
支
援
法
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
計

画
の
策
定
に
つ
い
て
規
定
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
公
表
す
る
計
画
案
は
、
こ

れ
ら
の
二
つ
の
計
画
を
一
体
と
し

て
ま
と
め
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

計
画
案
は
、
め
ざ
す
将
来
像
を

「
障
害
の
あ
る
人
が
自
分
ら
し
く

生
き
る
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
」
と

し
、
障
害
者
の
地
域
生
活
や
就
労

に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
見
込
量
や
入

所
施
設
か
ら
の
地
域
へ
の
移
行
者

数
な
ど
に
つ
い
て
、　

年
〜　

年

２１

２３

度
ま
で
の
三
年
間
を
計
画
期
間
と

し
、
さ
ら
に　

年
度
末
に
お
け
る

２５

数
値
目
標
に
つ
い
て
設
定
し
て
い

ま
す
。

　

計
画
案
で
は
、
目
標
の
実
現
に

向
け
た
方
策
に
つ
い
て
三
つ
の
視

点
と
一
〇
の
推
進
プ
ラ
ン
に
よ
り

構
成
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
計
画
案
に
つ
い
て
は
、

今
回
、
公
表
す
る
保
健
福
祉
計
画

案
の
中
で
、
主
に
障
害
者
分
野
の

施
策
と
し
て
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

計
画
案
に
対
す
る
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
意
見
に
つ
い
て
は
、
保
健
福

祉
計
画
（
案
）
と
し
て
取
り
扱
い

ま
す
。
保
健
福
祉
計
画
へ
の
区
民

意
見
の
募
集
方
法
に
よ
り
、
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
（
３
面
下

参
照
）。

　

ま
た
、
計
画
案
の
説
明
会
を
下

記
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

障
害
の
あ
る
方
が
地
域
で
生
活

を
し
て
い
く
に
は
、
ま
だ
、
さ
ま

ざ
ま
な
制
約
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
制
約
を
な
く
し
て
い

く
た
め
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

お
力
を
は
じ
め
、
事
業
者
や
関
係

者
な
ど
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
す
。

「
だ
れ
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
る

こ
と
の
で
き
る
ま
ち
」
の
実
現
に

向
け
て
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
説
明
会

　
 

・ 

①　

月
６
日
㈭
午
後
３

１１

時　

分
〜
５
時　

分
＝
障
害
者
福

３０

３０

祉
会
館（
高
井
戸
東
４
們　

們
５
）

１０

②　

日
㈫
午
前　

時
〜
正
午
＝
高

１１

１０

円
寺
障
害
者
交
流
館
（
高
円
寺
南

２
們　

們　

） 

当
日
、
直
接
会

２４

１８

場
へ 

い
ず
れ
の
回
も
手
話
通
訳

が
つ
き
ま
す

時

場

申

他

⑵待機児を解消し、保育ニーズの多様化に向けたサービスを拡充します

⑶総合的な生活習慣病の予防対策を推進します

⑷障害者が自立した地域生活するための支援体制を推進します

⑸障害者の雇用の場の拡大と就労支援を促進します

⑹災害時要援護者支援の拡充・強化を図ります

核家族や地域のつながりの希薄化などにより、子育ての不安や孤立感を抱えている保護者が増えるなか、すべての家庭が安
心して子育てができる環境づくりを推進していきます。

今後の就学前人口や保育需要の推移を考慮しながら、保育所定員の見直しや幼稚園などの活用による待機児童解消策を推進
していきます。

区民一人ひとりが、適正な運動習慣やバランスの取れた食生活を身につけ、また禁煙などの健康的な生活習慣を獲得するた
めの施策を「杉並ウエストサイズ物語」と名付けて推進していきます。

障害者が、障害の程度や種別にかかわらず、住み慣れた地域で自立した生活が送れるよう、自己選択・自己決定に基づく個々
のニーズに応じた支援体制を推進していきます。

障害者がその能力や個性を最大限に発揮して、もっと働ける地域社会をつくることを推進していきます。

▲いきいき元気に生涯現役を目指して、
　さまざまな事業を行っています

⑴すべての家庭が安心して子育てができる環境づくりを進めます

高齢者や障害者など災害時に自力で避難することが困難な方（災害時要援護者）を、地域の関係者による協力・連携体制を
柱として、多角的に支援するための施策を推進していきます。

⑴「生涯現役」で活躍できる地域社会づくりを目指します

杉並区独自の救命救急体制を構築するため、心疾患などの主要な救命救急ニーズに 概 ね区内で対応可能な体制の整備、小児
おおむ

の夜間急病ニーズに対応可能な体制の整備、区民などの参加による初期救急対応力の向上を図ります。

⑴自立生活を支えるために
　①相談援助体制の充実②日常生活への支援③入所施設（長期入院）から地域生活への移行促進
⑵暮らしの場と安心の確保のために
　①住まいの場の確保支援②援助のある安心な生活の場の確保③安全安心な地域生活の確保
⑶社会参加を応援するために
　①雇用の場の拡大・就労支援の促進②日中活動の場の再編整備③社会参加の促進

Ⅳ．障害のある人が自分らしく生きることのできるまちをつくる

⑴だれもが社会参加し、交流できるために
　①ユニバーサルデザインの推進②福祉交通システムの充実
⑵一人ひとりの人権と生活の保障のために
　①権利擁護の仕組みの充実②生活困窮者等への支援③虐待・暴力対策の充実
　④災害時要援護者支援対策の充実強化
⑶区民と共に健康都市を発展させるために
　①区民の参画と協働の推進②保健福祉サービスの質の向上

Ⅴ．支えあい共に生きるまちをつくる

⑴健康な暮らしを支えるために
　①健康なまちづくりの推進②総合的な生活習慣病予防対策
　③心の健康づくり④自殺対策の推進
　⑤難病・アレルギー対策
⑵暮らしの安全・安心を確保するために
　①危機管理体制の整備
　②食品・環境衛生・医薬品等の安全確保
　③感染症対策の充実④動物と共生できる地域社会づくり
⑶安心して医療を受けられるために
　①救急医療体制の充実②地域医療の充実
　③地域歯科医療の充実

Ⅱ．だれもが安心して健康で暮らせる
　　まちをつくる
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高
齢
者
の
自
立
を
支
援
し
ま
す

　

区
の
介
護
保
険
事
業
の
基
本
理

念
は
、「
高
齢
者
の
自
立
支
援
」
で

す
。「
高
齢
者
が
尊
厳
を
保
持
し
、

持
て
る
能
力
を
生
か
し
、
地
域
の

中
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
」
こ
と

を
基
本
に
し
て
介
護
保
険
事
業
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画

の
重
点
的
取
り
組
み
事
項

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
分

析
を
踏
ま
え
、
以
下
の
こ
と
に
重

点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

◇
在
宅
介
護
支
援
体
制
の
充
実
・

強
化

①
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
へ
の
適
切
な

情
報
提
供
、
相
談
援
助
な
ど
に
よ

り
多
様
な
事
業
主
体
の
参
入
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
提
供
量
の
確
保
に
努

め
ま
す
。

②
短
期
入
所
生
活
介
護
お
よ
び
認

知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
等
の

施
設
を
区
有
地
の
活
用
な
ど
で
重

点
的
に
整
備
し
、
在
宅
生
活
を
支

え
る
施
設
等
の
整
備
を
行
い
ま

す
。

③
在
宅
療
養
支
援
体
制
の
充
実
に

向
け
て
、
医
師
会
等
関
係
機
関
と

在
宅
療
養
支
援
体
制
の
あ
り
方
や

相
談
窓
口
に
つ
い
て
検
討
し
ま

す
。

◇
入
所
施
設
の
計
画
的
な
整
備

　

区
有
地
の
活
用
や
建
設
助
成
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
活
用
し
、

計
画
的
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
の
入
所
施
設
の
整
備
を
進
め

ま
す
。

◇
介
護
予
防
施
策
の
充
実

①　

年
度
に
高
齢
者
人
口
の
４
％

２３

を
目
標
に
区
民
健
康
診
査
な
ど
の

機
会
を
通
し
て
特
定
高
齢
者
把
握

に
努
め
ま
す
。

②
介
護
予
防
の
普
及
啓
発
と
し
て

の
情
報
誌
の
発
行
や
講
座
・
教
室

等
に
よ
り
介
護
予
防
事
業
を
進
め

ま
す
。

③
利
用
者
へ
の
周
知
方
法
を
工
夫

す
る
な
ど
に
よ
り
、
介
護
予
防
給

付
の
普
及
推
進
を
図
り
ま
す
。

◇
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

（
ケ
ア　

）
の
機
能
強
化

２４

　

地
域
と
の
連
携
や
高
齢
者
の
実

態
把
握
な
ど
を
実
施
す
る
た
め
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
ケ
ア

　

。
下
表
）
に
つ
い
て
個
別
的
で

２４適
切
な
支
援
を
す
る
こ
と
に
よ
り

機
能
強
化
を
図
り
ま
す
。

◇
被
保
険
者
の
負
担
能
力
に
応
じ

た
介
護
保
険
料
の
設
定

　

一
層
の
多
段
階
化
を
視
野
に
入

れ
、
低
所
得
者
へ
の
配
慮
や
負
担

の
公
平
化
に
留
意
し
保
険
料
を
設

定
し
ま
す
。

第
４
期
計
画
の
高
齢
者
人

口
と
要
介
護
等
認
定
者
数

　
　

年
度
の
高
齢
化
率
（　

歳
以

１９

６５

上
の
高
齢
者
数
／
総
人
口
）は　
・
１８

６
％
で
す
が
、　

年
度
は　

・
５

２３

１９

％
と
推
計
し
て
お
り
、
区
に
お
け

る
高
齢
化
は
着
実
に
進
む
こ
と
が

見
込
ま
れ
ま
す
。
特
に
、　

歳
以

７５

上
の
後
期
高
齢
者
は　

年
度
に
は

２１

　

歳
以
上
の
高
齢
者
の
半
数（　
・

６５

５０

２
％
）
を
超
え
る
も
の
と
推
計
さ

れ
ま
す
。

　

介
護
保
険
の
利
用
者
と
な
る
要

介
護
等
認
定
者
数
は
、　

年
度
に

２３

は　

年
度
よ
り
二
〇
三
八
名（　
・

１９

１１

５
％
）
増
加
す
る
も
の
と
見
込
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、　

年
度
の　

２３

６５

歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
に
対
す
る

割
合
は　

・
８
％
に
な
る
見
込
み

１８

で
、要
介
護
等
認
定
者
数
の
中
で
、

中
・
重
度
者
の
割
合
が
上
昇
す
る

も
の
と
推
計
し
て
い
ま
す
。

　

区
で
は
、
近
年
の
人
口
動
向
を

踏
ま
え
、
第
４
期
計
画
期
間
中
に

お
け
る
高
齢
者
人
口
、
要
介
護
等

認
定
者
数
を
表
１
の
と
お
り
見
込

ん
で
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
量
の
見
込
み
な
ど

◇
施
設
・
居
住
系
サ
ー
ビ
ス

　

区
の
施
設
整
備
計
画
、
過
去
の

給
付
実
績
を
基
に
、　

年
度
三
九

１９

三
一
名
か
ら
、　

年
度
四
八
二
三

２３

名
に
増
加
す
る
も
の
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。

◇
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

　

将
来
の
要
介
護
認
定
者
や
中
・

重
度
の
要
介
護
認
定
者
の
増
加
、

在
宅
に
お
け
る
介
護
者
の
支
援
の

必
要
性
の
高
ま
り
等
を
考
慮
し
、

　

年
度
六
八
四
九
名
か
ら
、　

年

１９

２３

度
八
〇
二
二
名
に
増
加
す
る
も
の

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

◇
居
宅
予
防
サ
ー
ビ
ス

　

要
支
援
認
定
者
の
増
加
や
利
用

者
へ
の
普
及
推
進
な
ど
を
考
慮

し
、　

年
度
二
八
〇
三
名
か
ら　

１９

２３

年
度
三
三
三
二
名
に
増
加
す
る
も

の
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

◇
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

　

区
内
の
施
設
数
、
区
の
施
設
整

備
計
画
、
過
去
の
給
付
実
績
、
要

介
護
等
認
定
者
の
増
加
な
ど
も
考

慮
し
推
計
し
ま
す
。

◇
地
域
支
援
事
業
の
今
後
の
取
り

組
み

①
区
民
健
康
診
査
や
介
護
予
防
普

及
啓
発
事
業
な
ど
で
特
定
高
齢
者

の
把
握
に
努
め
、
運
動
機
能
の
低

下
・
閉
じ
こ
も
り
予
防
な
ど
の
介

護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
い
、
心

身
機
能
の
維
持
改
善
割
合
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

②
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
ケ

ア　

）
が
地
域
の
高
齢
者
の
相
談

２４
機
関
と
し
て
、
介
護
予
防
・
認
知

症
予
防
、
虐
待
防
止
、
地
域
ケ
ア

会
議
な
ど
の
包
括
的
支
援
事
業
を

推
進
し
ま
す
。

③
任
意
事
業
と
し
て
認
知
症
高
齢

者
家
族
安
ら
ぎ
支
援
事
業
や
家
族

介
護
継
続
支
援
事
業
な
ど
に
よ

り
、
介
護
者
の
負
担
感
や
不
安
を

軽
減
す
る
事
業
の
拡
大
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
地
域
に
お
け
る
介
護

者
が
と
も
に
支
え
あ
う
こ
と
が
で

き
る
「
介
護
者
の
会
」
の
活
動
を

支
援
し
、
介
護
者
の
孤
立
化
防
止

を
図
り
ま
す
。

※
推
計
値
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

最
新
の
実
績
値
に
基
づ
き
更
新

す
る
予
定
で
す
。

〈区内地域包括支援センター（ケア２４）〉

電話番号住　所名称電話番号住　所名称電話番号住　所名称電話番号住　所名称

３３３４－２４９５高井戸西１－１２－１高井戸３３１８崖８５３０松ノ木３崖３崖４松ノ木５３０３崖５８２３清水２崖１５崖２４清　水３３９６崖００２４上井草３崖３３崖１０上井草

５３５７－４９４４浜田山１－３６－３浜田山５３０５崖６１５１高円寺南４崖２７崖１０高円寺３３９１崖０８８８荻窪５崖２０崖１荻　窪５３０３崖５３４１下井草２崖４４崖４下井草

５３０５－７３２８堀ノ内１－６－６堀ノ内５９２９崖１９２４堀ノ内３崖４９崖７梅　里５３３６崖３７２４南荻窪１崖４２崖１３南荻窪５３１１崖１０２４西荻北３崖４１崖１４善福寺

５３５５－５１２４永福１－３９－１０永　福３３８０崖００２４和田１崖４０崖１５和　田３３３９崖１５８８阿佐谷北１崖３崖１２阿佐谷５３０３崖６８５１上荻３崖１６崖６上　荻

５９２９－２７５１方南２－６－２８方　南５３４６崖３３４８久我山３崖４７崖１６久我山５３０７崖３８２２成田西３崖７崖４成　田３３３３崖４６６８西荻南４崖２崖７西　荻

第４期介護保険事業計画（案第４期介護保険事業計画（案））
介護保険事業計画は、介護給付対象サービス量や介護保険の事業費の見込みを明らかにするなど、
介護保険事業運営の基本となる計画です。今回の計画（２１～２３年度）では、給付実績や人口推計
などをもとに、区民や介護保険運営協議会などの意見を聴きながら、介護給付対象サービスなど
見込み量の見直しを進めています。　　　　　　　　　　  　――問い合わせは、高齢者施策課へ。

第４期介護保険事業計画（案第４期介護保険事業計画（案））
　

〜　

年
度

２１

２３

〈表１　計画期間における人口推計など〉
２３２２２１１９（実績）区分（年度）
５３万９６６２５３万８１１８５３万５５２７５３万５２４１総人口（人）

１８万１４３８１７万８２７２１７万４９２３１６万７３５９第２号被保険者
（４０歳以上６５歳未満）

１０万５４５０１０万４５４９１０万３６２３９万９４５９第１号被保険者（６５歳以上）
１９.５１９.４１９.３１８.６高齢化率（％）

１万９７７２１万９２００１万８６０２１万７７３４要介護等認定者（人）
１８.８１８.４１８.０１７.８６５歳以上人口比（％）
８２５１８０３７７８０６７４９１軽度者（要支援・要介護１）

１万１５２１１万１１６３１万７９６１万２４３中・重度者（要介護２～５）
※１.各年度１０月１日の人数。２.要介護等認定者には第２号被保険者を含む。

区
民
等
の
意
見
提
出
手

続
の
方
法
に
つ
い
て

は
、
３
面
下
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。


